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日程表

第29回

長崎県作業療法学会            

『不易流行』
~ つなぐ想いと明日への挑戦 ~

TEL:095-818-2002
E-mail:info-gakkai29@Nagasaki-ot.com
生田　敏明

〒850-0854 長崎市銀屋町4−11

一般社団法人是真会　長崎リハビリテーション病院

事務局

会　期
LIVE配信：2023年2月19日(日)
オンデマンド配信：2023年2月20日(月)

学会長
医療法人和仁会
和仁会病院

大坪　建
〜3月19日(日)



講師紹介

◀ 学会企画セミナーⅠ

前田　大輝

特別企画

『長崎の作業療法って、なんばしよっと？〜不易流行な活動を紹介〜』

県内で頑張っている作業療法士の活動を動画で紹介します！ 
学会に関してご不明な点は事務局までお問い合わせ下さい。

◀ 教育講演Ⅰ  

　鈴木　孝治

◀ 学会企画セミナーⅡ

元廣　惇　

◀ 教育講演Ⅱ

田平　隆行

◀ 特別講演Ⅰ

岩根　達郎

◀ 学会企画セミナーⅢ

川添　奈菜

◀ 特別講演Ⅱ

大庭　潤平

◀ 学会HP 

学会Instagram ▶

いわね　    たつろう

すずき　　  たかじ

まえだ　　  たいき

かわそえ　　なな

おおば　  じゅんぺい

たびら　   たかゆき  

もとひろ　  あつし 



事業局の活動紹介

日本作業療法士協会では、作業療法士が全国約1,700す
べての市町村の地域支援事業へ参画することを目標とし
て、協会と士会連携を一体的かつ積極的に進めていま
す。ブロック体制の活性化をするために、九州ブロックで
の研修会や情報交換会を開催し、士会活動の支援体制を
強化しています。
長崎県士会では、２１市町に市町との窓口として、推進員
を配置しています。これまでの取り組みとしては、研修会、
各地区の地域支援事業の実施状況の把握、OTの参画状
況の調査、コロナ禍での市町の動きと参画状況の調査な
ど様々な活動を実施してきました。

【地域包括ケア推進班について】

担当理事：鎌田秀一、原田洋平、坪田優一

OT協会との連携
・地域支援事業への参画推進のため WEB研修会
「長崎県内の担当OT配置の取り組みと課題について」
：地域包括ケア対策部村木部長が報告
・地域支援事業に資する人材育成研修会
・地域包括ケアシステム推進委員会九州地区会議

事業局

地域包括ケア対策部

 ・地域包括ケア推進班

 ・地域ケア会議班

 ・介護予防班

 ・福祉用具班

他団体対策部

 ・神経心理学的検査研修会班

 ・４団体合同班

 ・災害リハ班

 ・歯科保健医療事業班

 ・子どもの地域生活支援班

【事業局について】

事業局の担当理事は、令和４年度から私達３名
が担当しています。

事業局は、地域包括ケア対策部と他団体対策
部で構成され、各班と連携を図りながら、人材
育成や行政や地域への啓蒙活動、他団体との
連携などの活動を行っています。

今回は地域包括ケア推進班について紹介させ
ていただきます。

地域包括ケア推進班　班長　坪田優一（愛野ありあけ病院）

長崎県の状況を整理し、課題と強みを明確化し、現状の見え
る化を図るため、地域支援事業シートを作成しました。

推進班としての活動
・地域包括ケア推進員向けアンケート
・地域包括ケア推進班会議 （推進員、地区理事）

・事業局研修会（R5年1月，3月）
・地域包括ケア推進員の見直し
・地域包括ケア推進員マニュアル作成
・連絡体制の整備（グループ LINEの作成）

今年度の取り組みとして・・

各地域局の担当理事にも参加していただき、意見交換を行いました。負担が大きさや行政との連携を推進員
単独の働きかけだけでなく、地区理事と連携を強化を図り、また近隣市町の推進員と情報交換ができるよう
な体制に整備をすすめています。

  OT協会が掲げる「全国1,700市町の地域支援事業にOTが参画する」に向けて、
  推進班を効果的に活用するためには！？

【R4年11月地域包括ケア推進班会議】

奈良モデルを基に推進員向けアンケートを実施！
課題が明確になり、次の取り組みへ繋がりました。



テーマ 『長崎の OT よ、地域づくりにふみ出そう!』〜わが町の
ファーストペンギンにあなたもなれる!?〜を開催いたしました。
参加者46名で、若手OTの参加もありました。今回の研修では、
長崎県長寿社会課の前山先生、日本OT協会地域包括ケアシ
ステム委員会に研修会講師を依頼しました。もっと聞きたかっ
たという声が多くあり、充実した講演となりました。

グループワークは、各圏域ごとに分かれて行いました。現状と
地域に出るためにというテーマでは、様々な意見が出ていて、
時間が足らなかったとの意見も聞かれました。

研修会終了後のアンケートからは、72.4％の方が地域活動に
参加し、地域ケア会議に参加をしています。住民主体の通い場
への支援も61%と地域活動に参加していることがわかりました。
その一方で、興味はあるが参加ができていない方も多くいるこ
とがわかりました。

【研修会参加者の声】

長崎県の地域における現状と課題について理解できました。また、作業療法士にとって、現在が将来を左右する大事な
分岐点であると知ることができました。
今後は病院・施設以外にも職域を広げることを視野に入れながら、日常業務や地域支援に携わっていきたいと思います。

経験年数が長い方の意見なども聞けて地域活動の
参加の意欲が高まりました。

自分の中でもやもやしていた点がすっきりしました。
大変引き出しが広がる研修会でした。

【長崎県作業療法士会事業局研修会】

総合事業実践事例集

奈良県作業療法士会が平成 29年度作業療法推進活動モデル事業助成金（日本作業療法士協会）で作成し
た「自立支援型  地域ケア会議  助言者育成DVD」が奈良県作業療法士会ホームページで公開されています。
（ https://naraotjp.wixsite.com/houkatsu）

【おわりに】
今回の研修会を通して、様々な意見を頂きました。地域をテーマとした研修会、若手育成、制度の知識
を得るための研修会等の要望がありましたので、今後の活動の参考にしていきたいと思います。また、
実際の地域ケア会議や介護予防事業の参加や見学を希望される声がありました。地域ケア会議班と連
携し、多くの会員が地域に出れるように取り組んでいきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。

【資料】

地域包括ケアシステム参画の手引き

https://naraotjp.wixsite.com/houkatsu












『Googleフォト』

2023年度の広報活動について

広報の活動

仕事効率化！おすすめのアプリを紹介します

▲　新規メンバー加入後の会議の様子

・情報誌『さいかい』の発刊

・オンライン上の研修会の告知
　　　（Fネット・ホームページ・ LINE等）

・インスタグラムでの活動報告

・中高生に向けたOTの普及活動

さいかい113号編集：竹内（和仁会病院）下田(長崎リハビリテーション病院)

編集後記
　今回のさいかいはいかがでしたか？

　記事内で紹介した新しい広報委員会メンバーと共に頑張っていきます。

　今後も私たちの活動を温かく見守り下さい。

＜できること＞

・Googleドキュメント内に貼り付けた

英語などのテキストの翻訳ができる

・音声のテキスト入力ができる

『Googleドキュメント』

＜できること＞

・Googleフォトで画像の中の文字列を
簡単にテキスト化（文字起こし）

・その他、テキストを選んだ後に
翻訳や音声で聴くこともできる

使用方法（使用媒体：パソコン）

アプリを開き、ツール内の『翻訳』
または『音声』を選択し使用できる

使用方法（使用媒体： iPhone、Android）

1.アプリを開き、テキスト化したい画像
をアップロード
2.　　 を押すことでGoogleレンズが開く
3.テキストの範囲を選択する
4.『コピー』ボタンを押す
※Google ChromブラウザでGoogleアカウントの
ログインができれば『パソコンにコピー』もできる
5.テキストファイル内に貼り付けできる  

New

New


